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■
所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
主
な

方①
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・ 

　

そ
の
他
の
事
業
）、
配
当
所
得
、

　

不
動
産
所
得
、
利
子
所
得
お
よ 

　

び
公
的
年
金
以
外
の
雑
所
得
が

　

あ
る
方

※
公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
４
０

　

０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
要
申

　

告
②
給
与
所
得
（
ア
ル
バ
イ
ト
・

　

パ
ー
ト
代
、
家
族
従
業
員
の
給

　

与
も
含
み
ま
す
。）
で
次
に
該

　

当
す
る
方

㋐
平
成
29
年
中
に
退
職
し
、
再
就

　

職
し
て
い
な
い
方

㋑
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
以
上

　

の
他
の
所
得
が
あ
る
方

㋒
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

　

て
い
る
方

㋓
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報

　

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

　

（
勤
め
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

■
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
主
な

方（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た

方
は
、
住
民
税
申
告
は
不
要
で
す
。）

①
給
与
所
得
以
外
に
20
万
円
未
満

　

の
他
の
所
得
が
あ
る
方

②
町
外
在
住
の
親
族
の
配
偶
者
控

　

除
・
扶
養
控
除
の
対
象
に
な
っ

　

て
い
る
方

■
所
得
税
還
付
申
告
さ
れ
る
方

①
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

　

方

　

（
年
間
10
万
円
以
上
あ
る
い
は

　

所
得
金
額
の
５
％
以
上
の
医
療

　

費
の
自
己
負
担
が
あ
る
方
）

②
寄
付
金
控
除
の
適
用
を
受
け
る

　

方

　

（
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ

　

プ
特
例
を
利
用
す
る
方
は
不
要

　

で
す
）

③
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

　

除
の
適
用
を
受
け
る
方

④
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い

　

な
い
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料

　

控
除
な
ど
を
受
け
る
方

■
申
告
相
談
期
間
・
場
所

　

申
告
相
談
期
間
は
、
役
場
・
余

市
税
務
署
と
も
に
２
月
16
日（
金
）

か
ら
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
で

す
。
な
お
、
譲
渡
所
得
や
贈
与
税

に
関
す
る
申
告
相
談
は
、
３
月
７

日
（
水
）
か
ら
３
月
９
日
（
金
）

の
期
間
に
余
市
税
務
署
で
行
っ
て

い
ま
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド　

　

（
本
人
お
よ
び
被
扶
養
者
）
と

　

身
分
証
明
書

②
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

③
Ｈ
29
年
の
所
得
の
わ
か
る
も
の

㋐
給
与
に
関
し
て
は
、
源
泉
徴
収

　

票
、
給
与
明
細
書
ま
た
は
事
業

　

主
の
証
明
書
（
働
い
た
日
数
・

　

日
給
・
年
間
支
払
額
な
ど
）

㋑
年
金
に
関
し
て
は
、
公
的
年
金

　

な
ど
の
源
泉
徴
収
票

㋒
生
命
保
険
の
満
期
返
戻
金
（
一

　

時
金
）
や
個
人
年
金
を
受
け
た

　

方
は
、
そ
の
受
取
通
知
書
・
支

　

払
証
明
書
な
ど

㋓
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど

　

に
関
し
て
は
収
支
内
訳
書
な
ど

④
所
得
税
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方

　

は
、
ご
本
人
名
義
の
預
金
口
座

　

番
号
の
わ
か
る
も
の

⑤
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保
険

　

料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
介
護

　

医
療
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な

　

ど
の
支
払
い
証
明
書

⑥
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

　

方
は
、
医
療
費
の
領
収
書
、
保

　

険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

　

額
が
わ
か
る
も
の
な
ど

※
事
前
に
領
収
証
を
集
計
し
て
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

⑦
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

　

方
は
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　

な
ど

⑧
寄
付
金
控
除
の
適
用
を
受
け
て

　

い
る
方
は
、
寄
付
を
し
た
と
き

　

の
領
収
証
や
証
明
書

■
確
定
申
告
と
は
？

　

税
金
に
は
所
得
税
・
消
費
税
・

固
定
資
産
税
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
毎
年

１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
得
た
す
べ
て
の
所
得
を
計
算

し
申
告
・
納
税
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
手
続
き
が
確

定
申
告
で
す
。

　

し
か
し
、
あ
ら
か
じ
め
源
泉

徴
収
と
い
う
形
で
税
金
を
徴
収

さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
予
定
納

税
と
い
う
形
で
税
金
を
前
払
い

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
確
定
申
告
は
払
っ

た
税
金
を
正
し
く
精
算
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。

■
年
末
調
整
と
は
？

　

１
年
間
で
会
社
が
源
泉
徴
収

し
た
合
計
額
が
、
必
ず
し
も
そ

の
人
が
納
め
る
額
と
一
致
す
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
一

致
さ
せ
る
手
続
き
が
年
末
調
整

で
す
。

　

会
社
は
給
与
所
得
者
の
扶

養
控
除
等
申
告
書
を
提
出
し

役場

申
告
相
談
期
間
は
、

申
告
相
談
期
間
は
、

　
　

２
月

　
　

２
月
1616
日日((

金金))

か
ら
か
ら

　
　
　
　

３
月

　
　
　
　

３
月
1515
日日((

木木))

ま
で
ま
で

町
で
は
次
の
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
、
出
張
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
告
に
あ
た
り

事
前
に
帳
簿
や
領
収
書
を
種
類
別
・
日
付
順
な
ど
に
集
計
し
て
お
く
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
申
告
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
電
話
で
の
住
民
税
の
お
問
合
せ
は
役
場
課
税
係
へ
、
確
定
申
告
・

所
得
税
の
お
問
合
せ
は
余
市
税
務
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。
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⑨
勤
労
学
生
控
除
の
適
用
を
受
け

　

る
方
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

　

明
書

■
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

こ
こ
が
変
わ
る
！

①
医
療
費
の
領
収
書
の
代
わ
り
に

　

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

　

添
付
が
必
要
（
平
成
31
年
分
の

　

確
定
申
告
ま
で
は
、
領
収
書
の

　

添
付
や
提
示
も
可
能
）
で
す
。

※
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
ら
提

　

示
や
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
の

　

で
、
領
収
証
は
自
宅
で
５
年
間

　

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

②
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
制

　

度
が
で
き
ま
し
た
。
健
康
診
査

　

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
が
、
特 

　

定
の
医
薬
品
の
購
入
金
額
が
年

　

間
で
１
万
２
０
０
０
円
を
超
え

　

る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
部
分

　

を
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う

　

に
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に

　

は
、
現
在
の
医
療
費
控
除
は
受

　

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
家
で
も
で
き
る
確
定
申
告

　

e-Tax

（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
と
い

う
制
度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き
に

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

利
用
し
て
電
子
的
に
手
続
き
が
行

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

～
手
続
き
ま
で
の
流
れ
～

①
利
用
環
境
の
確
認

②
電
子
証
明
書
の
取
得

③
開
始
届
出
書
の
提
出

④
利
用
者
識
別
番
号
の
取
得

⑤
各
種
ソ
フ
ト
等
の
イ
ン
ス
ト
ー 

　

ル
や
設
定
、
申
告
書
等
の
作
成

　

送
信

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
t
a
x
.
n
t
a
.

go.jp/

e-Tax

に
関
す
る
相
談
は
左
記
ま

でヘ
ル
プ
デ
ス
ク

 

☎
０
５
７
０-

０
１-

５
９
０
１

（
月
～
金
曜
日
・
９
～
17
時
）

繋
が
ら
な
い
場
合
は

 

☎
03-

５
６
３
８-

５
１
７
１

て
い
る
人
を
対
象
に
年
末
調

整
を
行
い
ま
す
。（
た
だ
し
、

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
給
与

の
方
は
対
象
外
で
す
。）

■
確
定
申
告
と
年
末
調
整
の
違

い※
復
興
特
別
所
得
税　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
救
援

の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
目

的
で
つ
く
ら
れ
た
税
。
本
来
の

所
得
税
の
2.1
％
が
平
成
25
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
49
年
12
月
31

日
ま
で
の
25
年
間
、
復
興
特
別

所
得
税
と
し
て
課
税
さ
れ
る
。

◇
お
問
合
せ
先

住
民
税
等
に
つ
い
て
は

役
場
課
税
係
☎
42-

２
１
８
１

確
定
申
告
・
所
得
税
に
つ
い
て

は余
市
税
務
署
☎
22-

２
０
９
３

月　日 時　間 場　所 対　象

２月21日(水) 10～14時 沖町住民センター 沖町

２月22日(木) 10～15時 ふれあいセンターさわえ
れい明の里

沢江町

２月23日(金) 10～16時 漁港会館 西部方面

２月25日(日) 10～15時

西部集会所 西部方面２月26日(月) 10～16時

２月27日(火) 10～16時

２月28日(水) 10～14時 明和集会所 畑方面

３月２日(金) 10～16時

文化会館 全町

３月４日(日) 10～15時

３月５日(月) 10～16時

３月６日(火) 10～16時

３月７日(水) 10～16時

●町内の出張申告相談日程

※上記の日程以外でも平日は役場財政課課税係へご相談ください

役場

 Ｑ＆Ａ　 Ｑ＆Ａ　給料と給料と給与？給与？

給料給料：基本給のことです。

給与給与：基本給に手当を足

したもので、会社から受

け取るお金すべてを指し

ます。

 Ｑ＆Ａ　 Ｑ＆Ａ　収入と収入と所得？所得？

収入収入：１年間の給与を合

計したもので源泉徴収票

の「支払金額」に書かれ

ている金額です。「年収」

はこの金額を指します。

所得所得：収入から税金や社

会保険料を差し引いた金

額のことです。源泉徴収

票の「給与所得控除後の

金額」を指します。

★こんな税金があったこんな税金があった★

日本の一部では昭和５７

年まで犬を飼っている人

に対して課せられる「犬

税」があった。

ブルガリアでは以前に独

身の人を対象に、収入の

５～１０％を課税すると

いう「独身税」がありま

した。現在は廃止されて

います。

ハンガリーでは国民の肥

満防止のため、塩分の高

い食品等に課税する通称

「ポテトチップス税」が

導入されました。１袋あ

たり約１割の税率です。

確定申告 年末調整

行うのは 個人 会社

払う税金
所得税

復興特別所得税

一言で

いえば

損得を確定し
所得税の
後納手続き

先払いした
所得税の

精算手続き

●確定申告と年末調整の違い
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特集

（三列目左から）中村幸一郎　野呂慎太郎　宮谷内亨弥　赤塚永志　新岡仁吾　本間大智　笹川洋平　木村弥月　小林公亮

（二列目左から）澤田康二　坂下肇一　野島悠　小原いつか　會田龍生　伊藤開人　今泉怜司　下重憲斗　熊木飛鳥　堀凌雅　

　　　　　　　 上野朱音　会田紗月　本間利和子　本間炊　石塚丈臣　菊地修二　白川浩一

（一列目左から）横濱椿　田口実柚　須貝紅映　佐々木彩菜　熊倉玲奈　逢見輝續　貞村英之　成田昭彦　丹波梨紗　茂木楓

　　　　　　 　吉野可奈子　工藤綾乃　松岡柚夏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※敬称略
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特集

　

式
で
は
教
育
長
が
「
大
人
と

し
て
社
会
的
責
任
が
大
き
く
な
る

の
で
、
自
身
の
行
動
や
発
言
に
責

任
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

勇
気
を
も
っ
て
晴
れ
や
か
に
一
歩

を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
と
新
成

人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

下
重
憲
斗
さ
ん
と
工
藤
綾
乃
さ
ん

が
「
知
性
と
教
養
に
富
ん
だ
民
主

的
成
年
と
し
て
、
判
断
力
と
実
行

力
を
勇
敢
か
つ
慎
重
に
発
揮
で
き

る
よ
う
自
己
の
完
成
に
努
め
ま

す
」
と
宣
誓
。
ま
た
、
成
人
と
し

て
の
決
意
を
代
表
４
名
が
「
今
ま

で
関
わ
っ
た
多
く
の
方
た
ち
に
胸

を
張
っ
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
歩

ん
で
い
き
ま
す
」
な
ど
と
述
べ
ま

し
た
。

　

式
後
の
交
歓
会
は
、
新
成
人
が

主
体
と
な
っ
て
会
食
や
ゲ
ー
ム
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学
校

の
友
や
恩
師
と
の
再
会
に
、
想
い

出
話
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

後
に
は
、
小
中
時
代
の
写
真
や
卒

業
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
編
集
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、
一
人
一
人
の

個
人
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、

今
と
の
違
い
に
会
場
中
か
ら
笑
い

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

振
袖
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
に

身
を
包
む
26
人
の
新
成
人



6　広報ふるびら　2018. 2

　

12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

第
４
回
定
例
会
で
、
町
長
が
行

政
報
告
を
、
教
育
長
が
教
育
行

政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

 

総
務
課
関
係

役
場
庁
舎
の
建
設

　

役
場
庁
舎
等
の
建
設
基
本
設

計
は
、
８
月
31
日
に
北
海
道
建

築
設
計
監
理
㈱
と
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
協
力
事
業
所
と

業
務
体
制
が
整
わ
な
い
こ
と
を

理
由
に
、
解
除
の
申
し
出
が
あ

り
、
11
月
２
日
に
契
約
解
除
、

11
月
10
日
に
違
約
金
を
徴
収
し

ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
は
国
の
補
助
金
の

関
係
で
、
平
成
32
年
度
末
ま
で

に
完
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
従
来
の
発
注
方
法

以
外
も
視
野
に
工
期
短
縮
を
図

る
よ
う
調
査
・
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

　

国
の
考
え
方
を
参
考
に
費
用

対
効
果
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

明
和
地
区
住
民
集
会
所
建
設
と

墓
地
通
線
拡
幅
は
凍
結
、
古
平

町
開
町
１
５
０
年
記
念
事
業
は

縮
小
す
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

 

企
画
課
関
係

ふ
る
さ
と
納
税

　

11
月
１
日
か
ら
返
礼
品
の
見

直
し
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

委
託
業
者
全
社
か
ら
準
備
期
間

が
必
要
な
た
め
、
変
更
時
期
延

期
の
要
望
書
が
届
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
平
成
30
年
１
月
１

日
か
ら
新
し
い
返
礼
品
に
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
末
時
点
の
今
年
度

の
寄
付
の
状
況
は
、
寄
付
件
数

２
万
６
２
０
０
件(

前
年
比
１

１
１
％)

、
寄
付
金
額
３
億
２

５
０
３
万
円(

前
年
比
１
０

５
％)

で
す
。

中
央
バ
ス
積
丹
線

　

12
月
４
日
、
中
央
バ
ス
か
ら

平
成
28
年
10
月
か
ら
29
年
９
月

の
期
間
で
収
支
実
績
と
補
助
金

と
の
差
額
か
ら
３
万
１
０
０
０

円
の
収
支
不
足
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
過
去
２
年

の
収
支
実
績
か
ら
、
古
平
町
の

負
担
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

 

財
政
課
関
係

町
税
の
収
納
状
況

　

平
成
29
年
度
11
月
末
時
点
の

町
税
収
納
状
況
と
収
納
率
向
上

の
取
組
み
内
容
は
、
左
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

保
健
福
祉
課
関
係

周
産
期
医
療
に
つ
い
て

　

小
樽
協
会
病
院
の
地
域
周
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
分

娩
再
開
に
向
け
て
、
北
後
志
６

市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
北
後
志

周
産
期
医
療
協
議
会
が
協
議
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
医

療
機
関
関
係
者
の
尽
力
も
あ
り
、

札
幌
医
科
大
学
か
ら
同
セ
ン

タ
ー
に
対
し
、
医
師
を
派
遣
し

て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
30
年
度
の
早
い
時
期

に
再
開
で
き
る
よ
う
、
財
政
支

援
を
行
う
予
定
で
す
。

※
周
産
期 

出
産
前
後
の
時
期

海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
診
者

　

平
成
29
年
11

月
末
時
点
で
の

海
の
ま
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
受
診

者
数
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

延
べ
患
者
数
は

増
加
し
て
い
ま

す
が
、
１
日
平

均
の
患
者
数
は

減
少
し
て
い
ま

す
。

議会

～基本設計と実施設計～

■基本設計
建物全体の概要を意匠・技術・法規の面で
検討し基本的な形として設計すること。

■実施設計
基本設計をもとに、平面図、建具リスト、
構造計算、設備図、確認申請など、建物の
細部まで設計すること。
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産
業
課
関
係

東
し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
祭

　

９
月
24
日
、
東
し
ゃ
こ
た
ん

漁
協
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
行
わ
れ
た
４
回
の
漁
協
祭

来
場
者
は
約
１
万
人
と
な
り
ま

し
た
。

家
族
旅
行
村
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
・
温
泉
の
利
用
状
況

　

各
施
設
の
利
用
状
況
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施

　

産
業
課
で
は
自
然
環
境
改
善

や
町
の
産
業
振
興
の
た
め
、
植

樹
祭
や
海
中
林
造
成
事
業
、
ウ

ニ
海
中
養
殖
実
証
事
業
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

 

建
設
水
道
課
関
係

古
平
町
・
国
や
道
が
実
施
す
る

主
な
工
事

　

古
平
町
、
国
や
道
が
実
施
す

る
主
な
工
事
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。　
　
　
　
　

定
住
支
援
事
業
の
状
況

　

町
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
定
住
支

援
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
11
月

末
時
点
の
交
付
決
定
額
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

 

学
校
教
育
関
係

古
中
祭
・
古
小
学
芸
会

　

10
月
１
日
に
古
中
祭
、
15
日

に
古
小
学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
劇
や
音
楽
を

披
露
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民

か
ら
大
き
な
声
援
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

古
平
中
学
校
開
校
70
周
年
記
念

式
典

　

11
月
12
日
に
古
平
中
学
校
開

校
70
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
校
は
昭
和
22
年
の

開
校
以
来
、
７
８
０
０
人
の
生

徒
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

各
種
大
会
に
出
場

　

10
月
20
日
に
後
志
中
文
連
北

地
区
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
、
古

平
中
学
校
か
ら
２
名
が
出
場
し

ま
し
た
。
こ
の
他
、
後
志
英
語

暗
唱
大
会
で
は
１
名
が
優
秀
賞

を
３
名
が
努
力
賞
を
受
賞
。
税

に
関
す
る
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
余
市
税
務
署
長
賞
に
２
名
が

入
選
。
中
体
連
関
係
で
は
後
志

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
で
男
子

ダ
ブ
ル
ス
岩
渕
海
・
吉
田
卓
人

ペ
ア
が
優
勝
し
、
１
月
７
日
に

釧
路
で
行
わ
れ
る
全
道
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

古
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　

第
42
回
の
定
期
演
奏
会
が
行

わ
れ
、
部
員
５
名
で
し
た
が
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
に
ご
協
力

を
賜
り
実
施
で
き
ま
し
た
。
地

域
の
方
々
に
は
温
か
い
拍
手
や

声
援
を
い
た
だ
き
、
部
員
に

と
っ
て
思
い
出
に
残
る
演
奏
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

文
化
祭
作
品
展
示
会
・
発
表
会

　

10
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
文

化
会
館
太
陽
ホ
ー
ル
で
文
化
祭

作
品
展
示
会
が
行
わ
れ
、
11
団

体
14
個
人
か
ら
３
６
３
点
の
出

展
が
あ
り
、
２
７
９
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
11
月
３
日
に
は
文

化
祭
発
表
会
も
行
わ
れ
、
９
団

体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

議会
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ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　

42
回
目
を
迎
え
た
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
は
10
月
９
日
に
行

わ
れ
、
１
１
４
３
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
当
日
受
付
の
申

込
人
数
が
例
年
よ
り
多
く
、
途

中
で
参
加
受
付
を
打
ち
切
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
た

め
、
来
年
度
の
課
題
と
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
講
演
会

　

12
月
12
日
に
前
小
樽
市
保
健

所
所
長
の
秋
野
恵
美
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、「
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
!!
い
の
ち
の
性
教
育
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
頂
き

ま
し
た
。
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
性

教
育
に
つ
い
て
明
る
く
科
学
的

に
理
解
で
き
、
非
常
に
好
評
で

し
た
。

　

12
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
第

４
期
定
例
会
で
は
、
次
の
案
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
47
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
８
４
２
３
万

５
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
42
億
８
０
５
１
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。主
な
内
容
は
、

明
和
集
会
所
改
築
工
事
の
凍
結

等
に
伴
い
減
額
補
正
す
る
も
の

で
す
。

〈
議
案
第
48
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
７
６
３
万
３

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

２
億
１
５
３
６
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
国

保
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に

か
か
る
費
用
を
決
算
を
見
込
ん

で
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
49
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
14
万
４
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
５
９

５
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
職
員
の
人
事
異
動
に
伴
う

人
件
費
の
減
額
補
正
で
す
。

〈
議
案
第
50
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

現
行
予
算
に
58
万
７
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
億
５

５
８
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
制
度
改
正
に

伴
い
職
員
手
当
等
を
増
額
補
正

す
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
51
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
か
ら
３
７
９
万
２

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
８
９
２
０
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
減
額
補
正

で
す
。

〈
議
案
第
52
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

平
成
29
年
度
古
平
町
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
予
算
に
９
万
９
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
５
１
２

９
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
介
護
の
計
画
を
立

て
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
費

用
増
に
伴
う
増
額
補
正
で
す
。

〈
議
案
第
53
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
が
道
内
日
帰
り
出
張
す

る
際
に
支
給
し
て
い
る
日
当
を

廃
止
し
、
道
内
外
の
宿
泊
が
伴

う
出
張
の
旅
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

〈
議
案
第
54
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

古
平
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
を
社
会
福
祉
法

人
古
平
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

す
る
も
の
で
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
55
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

古
平
町
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
を
株
式
会
社
東

洋
実
業
と
す
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
56
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
あ
い
ら
ん
ど
広
場
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

古
平
町
あ
い
ら
ん
ど
広
場
の

指
定
管
理
者
を
太
平
ビ
ル
サ
ー

ビ
ス
株
式
会
社
と
す
る
も
の

で
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
第
６
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

〈
議
案
第
57
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
家
族
旅
行
村
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

　

古
平
家
族
旅
行
村
の
指
定
管

理
者
を
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社
と
す
る
も
の
で
、
地
方

自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
58
号
〉　

〈
原
案
可
決
〉

求
償
請
求
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

　

町
が
北
海
道
水
産
多
面
的
機

能
発
揮
対
策
協
議
会
に
対
し
て

支
払
っ
た
損
害
賠
償
債
務
に
係

る
求
償
請
求
事
件
の
訴
え
提
起

前
の
和
解
を
、
札
幌
簡
易
裁
判

所
に
お
い
て
成
立
さ
せ
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
12
号
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議会
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３
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

２
９
７
０
万
円

　

海
の
ま
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
横

に
医
師
住
宅
が
完
成
し
ま
し
た
。

１
階
に
は
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン

グ
と
水
回
り
が
、
２
階
に
は
部

屋
が
３
つ
と
納
戸
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
を
建
て
る
た
め
に

２
９
７
０
万
円
か
か
り
ま
し
た
。

※
Ｓ
は
サ
ー
ビ
ス
ル
ー
ム
の
略

　

で
納
戸
の
こ
と

な
ぜ
医
師
住
宅
を
建
て
た
の
？

　

な
ぜ
医
師
住
宅
を
建
て
た
の

か
？
そ
の
答
え
の
一
端
は
北
海

道
の
医
師
事
情
に
あ
り
ま
す
。

表
１
の
「
医
療
施
設
従
事
医
師

数
」
の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
海
道
に
は
１
万
２
０
０
０
人

以
上
の
医
師
が
い
ま
す
が
、
そ

の
92
％
以
上
が
市
部
に
集
中

し
、
町
村
部
に
は
約
７
％
の
医

師
し
か
い
ま
せ
ん
。
市
は
町
村

よ
り
人
口
が
多
い
か
ら
当
た
り

前
！
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
表
の
「
人
口
10
万
人
対
医

師
数
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

部
は
人
口
10
万
人
に
対
し
医
師

２
６
３
人
で
す
が
、
町
村
部
は

88
人
と
約
３
倍
の
差
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
町
村
部
で
は

医
師
を
迎
え
入
れ
る
た
め
に
、

都
市
部
よ
り
多
く
の
報
酬
を
用

意
す
る
な
ど
、
待
遇
を
厚
く
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

医
師
確
保
の
た
め
に

　

今
現
在
、
海
の
ま
ち
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
医
師
１
名
と
愛
心
メ

モ
リ
ア
ル
病
院
の
非
常
勤
医
師

の
代
診
で
外
来
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
以
上
に
安
定
し
た

診
療
を
行
う
た
め
に
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
運
営
し
て
い
る
医
療

法
人
恵
尚
会
は
新
た
な
医
師
を

確
保
す
べ
く
、
多
く
の
医
師
と

交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

交
渉
を
有
利
に
運
ぶ
た
め
に
は

報
酬
は
も
ち
ろ
ん
、
住
宅
の
質

も
大
切
な
要
素
で
す
。

　

お知らせ

医師住宅、海のまちクリニック横に完成！医師住宅、海のまちクリニック横に完成！

１階平面図

２階平面図

区分
北海道

全道 市部 町村部

医 療 施 設
従事医師数

12431
100.0%

11549
92.9%

882
7.1%

人口 10万対
医 師 数

230.2
100.0%

263.5
114.5%

88.4
38.4%

【表１】　　　　 　(単位：人 )

※平成２６年末時点 
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毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

２
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場　

民
生
課　

福
祉
係

　
　

☎
42-

２
１
８
１

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
、
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
術
）
を
募
集
し

ま
す
。
自
衛
官
の
仕
事
内
容
や
採
用
試
験

に
関
す
る
事
務
所
説
明
会
、
そ
の
他
各
種

イ
ベ
ン
ト
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。
細
部

応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

船
釣
り
ラ
イ
セ
ン
ス
制
は
、
さ
く
ら
ま

す
資
源
の
保
護
と
適
切
な
漁
場
利
用
調
整

を
図
る
た
め
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の

指
示
に
基
づ
き
、
一
定
の
ル
ー
ル
で
船
釣

り
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

○
実
施
期
間

　

平
成
30
年
３
月
１
日
～
５
月
15
日

○
対
象
者　

　

遊
漁
船
業
者
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
所

有
者
及
び
漁
業
者
で
、
期
間
中
船
舶
を
使

用
し
て
行
う
釣
漁
法
で
「
さ
く
ら
ま
す
」

を
採
捕
す
る
方

○
採
捕
制
限

　

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
１
人
１
日
10

尾
以
内
（
漁
業
者
は
除
く
）

○
申
請
期
間

　

原
則
と
し
て
平
成
30
年
２
月
９
日

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ

　

ン
ス
制
実
行
協
議
会
事
務
局

　
　

☎
０
１
３
４-

22-

５
１
３
３

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
は
、
国
民
に
国
有
林

野
事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
、
広
く

意
見
を
求
め
国
有
林
の
管
理
経
営
に
役
立

て
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

実
際
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回
答
し

た
り
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
し
た
り
し

各
種
自
衛
官
の
募
集

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
は
要
ラ
イ
セ
ン
ス

ま
す
。

○
募
集
人
数　

48
人

○
モ
ニ
タ
ー
期
間

　

平
成
30
年
４
月
～
平
成
32
年
３
月

○
モ
ニ
タ
ー
内
容

・
国
有
林
や
森
林
、
林
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

・
モ
ニ
タ
ー
会
議
、
現
地
見
学
会
へ
の
出

席
（
旅
費
・
宿
泊
費
は
森
林
管
理
局
が
負

担
し
ま
す
）

・
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
意

見
・
提
言
な
ど
の
提
出

※
林
野
庁
や
森
林
管
理
局
の
広
報
資
料
な

ど
を
定
期
的
に
お
送
り
し
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

北
海
道
に
お
住
ま
い
で
、
国
有
林
に
関

心
の
あ
る
満
20
歳
以
上
の
方（
平
成
30
年

４
月
１
日
時
点
）

○
募
集
期
限

　

平
成
30
年
２
月
23
日(

金)(

必
着)

○
応
募
方
法

　

左
記
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
氏
名(

ふ
り
が
な)

②
性
別
③
郵
便
番

号
・
住
所
④
生
年
月
日
・
年
齢
⑤
職
業
⑥

電
話
番
号
⑦
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ

た
き
っ
か
け
⑧
応
募
理
由(

１
０
０
字
程

度)◇
お
問
合
せ
先

　

〒
０
６
４-
８
５
３
７
札
幌
市
中
央
区

宮
の
森
３
条
７
丁
目
70
番

　

北
海
道
森
林
管
理
局
企
画
課
国
有
林
モ

　

ニ
タ
ー
担
当

　
　

☎　

０
１
１-

６
２
２-

５
２
２
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１-

６
２
２-

５
１
９
４

　

平
成
30
年
春
～
秋
の
管
内
の
求
人
情
報

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
26
日
～
３
月
２
日　

12
～
19
時

○
場
所　

　

hirafu

１
８
８　

５
階Event Space

　

(

虻
田
郡
倶
知
安
町
字
山
田
１
８
８)

○
職
種　

　

農
業
ヘ
ル
パ
ー
、林
業
、建
設
業
、宿
泊
・

　

観
光
関
連
、売
店
、飲
食
店
、清
掃
関
連
、

　

ド
ラ
イ
バ
ー
、食
品
加
工
業
等

○
対
象
者

　

夏
季
の
管
内
で
も
就
業
を
希
望
す
る
す

　

べ
て
の
方（
現
住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
外
国
籍
の
方
の
つ
い
て
は
就

　

業
可
能
な
ビ
ザ
を
既
に
お
持
ち
で
あ
る

　

こ
と
が
前
提
で
す
。）

○
そ
の
他

　

ニ
セ
コ
地
域
の
冬
季
ス
タ
ッ
フ
を
主
な

　

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
ど
な

　

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

　

管
内
の
求
人
も
併
せ
て
募
集
し
て
い
ま

　

す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

※
申
込
み
は
不
要
、参
加
料
は
無
料
で
す
。

　

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

し
り
べ
し
夏
の
就
業
フ
ェ
ア
２
０
１
８

情報
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◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
総
合
振
興
局
商
工
労
働
観
光
課

　
　

☎
０
１
３
６-

23-

１
３
６
２

　

メ
ー
ルshiribeshi.ciltmatching@

　
　
　
　

pref.hokkaido.lg.jp

　

違
法
駐
車
、
迷
惑
駐
車
は
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

①
道
路
を
狭
く
し
て
通
行
の
妨
害
に
な
り

ま
す
！

　

違
法
駐
車
は
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
、

　

ス
ム
ー
ズ
な
車
両
走
行
が
で
き
な
く
な

　

り
ま
す
。

②
交
差
点
付
近
で
の
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
！

　

交
差
点
付
近
の
違
法
駐
車
は
、
通
行
す

　

る
車
両
や
歩
行
者
の
見
通
し
を
妨
げ
、

　

交
差
点
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

③
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
ま
す
！

　

狭
い
道
路
に
違
法
駐
車
が
あ
る
と
、

　

他
の
車
両
が
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
の
緊
急

　

車
両
の
活
動
時
に
は
、
人
命
救
助
に
重

　

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

④
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま

す
！

　

住
宅
街
で
の
違
法
駐
車
は
子
ど
も
の
飛

　

び
出
し
に
よ
る
事
故
や
、
夜
間
に
は
走

　

行
車
両
が
駐
車
車
両
に
気
付
か
ず
衝
突

　

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

⑤
除
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
り
ま
す
！

　

違
法
駐
車
が
除
雪
車
の
進
行
や
除
排
雪

　

作
業
の
妨
げ
と
な
り
、
住
民
に
悪
影
響

　

を
与
え
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

余
市
警
察
署
警
務
課
管
理
係　

　
　

☎
22-

０
１
１
０（
内
線
２
４
１
）

　

道
内
の
沿
道
家
屋
等
か
ら
の
落
氷
雪
に

よ
る
死
傷
者
数
は
過
去
５
年
で
死
者
１
０

６
人
、負
傷
者
１
８
２
９
人
で
す
。

　

冬
期
間
の
雪
の
事
故
を
な
く
す
た
め

に
・
・
・

●
雪
止
め
を
設
置
す
る

●
雪
止
め
を
定
期
的
に
点
検
す
る

●
雪
が
た
ま
っ
て
き
た
ら
早
め
に
雪
下
ろ

　

し
を
す
る

●
雪
下
ろ
し
の
際
は
歩
行
者
に
注
意

●
屋
根
や
敷
地
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い

　

よ
う
に
す
る

●
軒
下
を
歩
く
と
き
は
頭
上
に
注
意

●
子
ど
も
を
軒
下
等
で
遊
ば
せ
な
い

●
窓
枠
、
看
板
等
の
氷
雪
は
早
め
に
除
去

　

す
る

　

以
上
の
こ
と
に
注
意
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
開
発
局
小
樽
開
発
建
設
部

　

公
物
管
理
課
道
路
ス
タ
ッ
フ

　
　

☎
０
１
３
４-

23-

５
１
６
９

　

過
去
、
冬
に
発
生
し
た
大
地
震
と
し
て

は「
平
成
５
年
釧
路
沖
地
震
」(

１
月
15

日)

や「
平
成
７
年
兵
庫
県
南
部
地
震(

阪

神
淡
路
大
震
災)

」(

１
月
17
日)

が
あ
り

ま
す
。
北
海
道
で
は
冬
の
地
震
は
夏
よ
り

も
被
害
が
大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

冬
の
地
震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
と
家
の
倒

壊
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
り
、
屋
根
か
ら

の
落
雪
で
避
難
路
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
落
雪
の
恐
れ
の
あ
る

と
こ
ろ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
震
の
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
暖
房
や

コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
気
が
復
旧
す
る
際
に
は
電
気
製
品
が

シ
ョ
ー
ト
し
、
火
災
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
避
難
時
に
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
し
ま
し
ょ
う
。

③
電
気
や
ガ
ス
が
止
ま
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
前
に
防
寒
対
策

を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
管
区
気
象
台
地
震
火
山
課

　
　

☎
０
１
１-

６
１
１-

６
１
２
５

●
学
生
の
方
の
年
金
は
・
・
・　

　

学
生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、
平
成

29
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
30
年
度
も
在
学
予
定
の
方

に
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字

さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
に
保
険
料
の
納
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
作
成
し

送
付
い
た
し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
資
格
期
間
が
10
年
未
満
の
方
は

　

資
格
期
間
が
10
年
未
満
の
方
へ
は「
年

金
加
入
期
間
の
確
認
の
お
知
ら
せ(

案

内)

」を
送
付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届

い
た
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
３
つ
の
期
間
を
合
計
し
た
も
の

が「
資
格
期
間
で
す
」。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

や
め
よ
う
よ
み
ん
な
が
困
る
迷
惑
駐
車

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
防
止
の
た
め
に

冬
の
地
震
対
策

年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

※
資
格
期
間
と
は
？

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
期

間
や
免
除
さ
れ
た
期
間

②
船
員
保
険
を
含
む
厚
生
年
金
保
険

や
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間

③
年
金
制
度
に
未
加
入
で
も
資
格
期

間
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

情報
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歳末防犯パトロール

町 内店舗へ防犯を呼びかけ
　古平町防犯協会が夜間に歳末防犯パトロールを行いま
した。パトロールに先立ち文化会館で行われた出発式で
は、内田会長が「小さな運動の積み重ねで、犯罪抑止の
一助になれば幸いです」と挨拶しました。
　パトロールには消防団員や警察署員、町内会長など３
０人以上が参加。参加者は３班に分かれ、町内の各店舗
をまわり「現金管理と戸締りを
きちんと」「火の用心」「飲酒
運転の撲滅」の３つを呼びかけ、
防災グッズや防犯のお知らせの
入った啓発品を配りました。

町内店舗に防犯を呼びかける様子

介護職員初任者研修開講

全 ９１時間の研修がスタート
　古平町地域福祉センターで介護職員初任者研修が開講
し、９名が受講しました。
　介護職員初任者研修とは以前のホームヘルパー２級の
資格のことで、２月下旬までの間に９１時間の内容を予定
しています。主催は古平町で、研修はＮＰＯ法人の日本医
療福祉支援協会が行います。
　開講にあたり佐藤昌紀副町長が「志を持ち参加いただ
きありがとうございます。将来、古平町の福祉を支える人
材になってもらいたい」と挨拶。その後、講師から研修内
容や注意事項が説明されました。
　参加した５０代の男性は「定年後を考えて参加しまし
た」と話してくれました。

幼児センタークリスマス会

サンタさんがやってきた！
　幼児センターで園児たちがクリスマスの由来を知った
り、雰囲気を楽しむためにクリスマス会が行われました。
　会では園児たちが自分たちで作ったトナカイやサンタ
の帽子をかぶり参加し、みんなで元気よく「あわてんぼう
のサンタクロース」を歌いました。すると会場が暗くなりサ
ンタクロースが登場！園児たちはとても喜んでいました。
　サンタさんは園児の一人一人にプレゼントを配り、園児
たちはお礼にハンドベルの演奏と踊りを披露しました。
　参加したたいよう組（５歳児）の茂木優太くんは「すご
く楽しかったし、サンタさんはとってもかっこよかった」と
話してくれました。

18
12

開講式の様子

クリスマス会の様子

22
12

25
12

町の出来事
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東しゃこたん漁協古平地方卸売市場初競り

新 鮮な海の幸が次々と取引される
　東しゃこたん漁協古平地方卸売市場の初競りが水産物
流通荷捌施設で行われ、アンコウやカレイなどが威勢の
いい掛け合いで次々と競り落とされました。
　競りの前に行われた初競り式には同漁協の関係者ら２
２人が出席。太鼓と笛の音が鳴り響く中、海の安全と豊
漁を祈願しました。
　漁協の神哲治組合長は「昨年は取引量・取引高ともに
多かったので今年も更なる飛躍を期待したい。また、海
難事故のないことを心から願います」と話していました。

㊤初競りのようす　㊦初競り式のようす

かったら君カードお年玉抽選会

会 場に鳴り響く当たりの鐘
　古平町かったら君カード会が主催する「お年玉抽選会」
が今年も文化会館のロビーで行われ、新年の福を願い多
くの町民で賑わいました。
　満点が印字された「かったら君カード」１枚で、１枚のく
じを引くことができます。抽選会の景品は、ガソリン券や
ビール、ティッシュペーパーなどの日用品が用意されてお
り、外れても加盟店で利用できる５００円分の商品券がも
らえます。現金のつかみ取りが当たると、ロビーに鐘が鳴
り響き会場中の注目を集めていました。
　千円札のつかみ取りが当たった
人たちは「今年はいい年になると
いいですね」「初めての経験です
ごく嬉しい」と話してくれました。

古平消防団出初め式

気 持ちを引き締め今年も活動
　北後志消防組合古平消防団の出初め式が文化会館前
で行われ、参加した団員２７人は地域防災や防火への決
意を新たにしました。
　式では団員の服装点検や統監を務める町長への人員報
告が行われ、大振りの雪が降る中でしたが団員らは凛と
した表情で行動していました。
　会場を会館内に移してからは功労消防団員の表彰式が
行われました（右表参照）。貞村英之町長は「昨年は幸い
火災がなかった。消防団としての誇りを持って、町民の期
待に応えてほしい」と激励し、髙
野俊和団長は「新年決意を新たに
し、団員一同強いまちづくりを目
指して活動したい」と答辞を述べ
ました。

㊤千円札つかみ取りをする町民　㊦くじの結果を待つ町民

㊤雪の中服装確認する町長ら
㊦表彰される功労消防団員

４
1

４
1

6
1

町の出来事
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10
月
18
日
、
古
平
町
の
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
る
高

見
純
子
さ
ん
が
、
厚
生
労
働
省
政
策
統
括

官
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
状
は
12

月
26
日
に
貞
村
英
之
町
長
か
ら
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る

統
計
調
査
（
国
民
生
活
基
礎
調
査
や
出
生

動
向
調
査
な
ど
）
に
３
回
以
上
携
わ
っ
た

方
が
対
象
で
す
。

《
医
科
》

◇
２
月
４
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク  　
　
　
　
　

　

  　
　
　
　
　
　

（
☎
21-

４
５
７
０
）

◇
２
月
11
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　

  

（
☎
48-

５
０
０
０
）

◇
２
月
12
日
（
月
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
港
南
ク
リ
ニ
ッ
ク

            　
　

（
☎
21-

５
５
６
６
）

◇
２
月
18
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
22-

３
９
８
９
）

◇
２
月
25
日
（
日
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
23-

５
５
３
３
）

※
当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時

　

ま
で
で
す
。

※
夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

　

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

  　
　
　
　

整
形
外
科

２
月
の
休
日
当
番
病
院

　

平
成
29
年
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）

中
に
お
い
て
発
生
し
た
事
件
・
取
扱
件
数

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◆
刑
法
犯
関
係

　

・
窃
盗
（
車
上
狙
い
・
空
き
巣
・

　
　

自
転
車
盗
難
）　
　
　
　
　

５
件

　

・
器
物
損
壊　
　
　
　
　
　
　

２
件

　

・
障
害　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件

　

・
軽
犯
罪
（
つ
き
ま
と
い
）　

１
件

◆
交
通
事
故
関
係
（　

）
内
は
負
傷
者
数

　

・
人
身
事
故　
　
　
　

４
件
（
７
人
）

　

・
物
損
事
故　
　
　
　

47
件

◆
お
問
い
合
せ
先

　

余
市
警
察
署
古
平
駐
在
所

　
　
　
　
　
　

☎
42-
２
０
４
４

　

元
旦
の
新
聞
に
日
本
の
戌
年
生
ま
れ
の

人
口
が
12
支
で
最
少
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。

　

古
平
は
と
い
う
と
、
人
口
３
１
３
９
人

に
対
し
戌
年
は
２
５
３
人
で
下
か
ら
４
番

目
で
し
た
（
表
参
照
）。
一
番
少
な
い
の

が
丑
年
の
２
４
２
人
で
人
口
の
７
・
71
％
。

一
番
多
い
の
が
亥
年
の
２
９
３
人
で
二
番

目
の
子
年
・
寅
年
と
比
べ
20
人
以
上
も
多

い
結
果
で
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
第
１
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世

代
の
昭
和
22
年
生
ま
れ
（
古
平
町
で
こ
の

年
に
生
ま
れ
た
人
数
が
最
も
多
く
76
人
）

と
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
の
昭
和
46

年
生
ま
れ
が
、
亥
年
で
あ
る
こ
と
が
一
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

干支 人数 割合

亥 ２９３人 9.33%

子・寅 ２７２人 8.67%

巳・未・酉 ２６４人 8.41%

辰 ２６２人 8.35%

申 ２６０人 8.28%

戌 ２５３人 8.06%

卯 ２４７人 7.87%

午 ２４６人 7.84%

丑 ２４２人 7.71%

※平成２９年末時点

情報

統
計
調
査
員
の　
　
　

統
計
調
査
員
の　
　
　

    
　
　

高
見
純
子
さ
ん
表
彰

　
　

高
見
純
子
さ
ん
表
彰

事
件
簿

ま
ち
の

古
平
町
民
の
干
支
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　フィギュアスケートと出会った４才の頃か

ら初めての世界選手権出場を決めた１７歳

までの羽生選手の道のりを知ることができ

る自身初の自叙伝です。２０１４年にソチ

オリンピックで金メダルを獲得する前の羽

生選手が本書の終わりにて「ソチではまだ

１９歳ですから、男子で１０代の金メダル

は難しい。」「金メダルを考えているのは、

ソチの次のオリンピックです。」と語ってお

り、五輪２連覇への挑戦を目前にした今読むと、その後の羽生選

手の努力も見え、また違った感動を味わうことができます。

　日本ハムファイターズ時代の

インタビュー記事や試合中の場

面を切り取った写真などが掲載

されています。全ページカラー

印刷になっており、大谷選手の

打つ姿も投げる姿も鮮明に見る

ことができます。他にも、栗山

監督や元祖二刀流とよばれた、

元・近鉄パールズの関根潤三氏

へのインタビューなども読むこ

とができます。

『蒼 い 炎』  『蒼 い 炎』  （扶桑社）（扶桑社）『『大谷翔平　二刀流　 その軌跡と挑戦大谷翔平　二刀流　 その軌跡と挑戦』』 （扶桑社）（扶桑社）

文
化
会
館
図
書
室

★
開
室
日
時　

月
～
金
曜
日

　
　
　

（
祝
・
祭
日
を
除
く
） 

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　

司
書
…
水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　

木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　

金
曜
日
午
後

★
貸
出
冊
数　

１
人
５
冊
ま
で 

★
貸
出
期
間　

２
週
間

◇
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

 

☎
42
ー
２
５
９
０

　

年
が
明
け
、
早
く
も
一
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
戌
年
で
す
が
、
今
、
ス
ポ
ー
ツ

界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
、
こ
の
二
人
も
戌
年
生
ま
れ

の
年
男
だ
と
ご
存
知
で
し
た
か
？

　

そ
れ
は
、
昨
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
・
エ
ン
ゼ
ル
ス
と
契
約
を
結
び
、

メ
ジ
ャ
ー
進
出
を
果
た
し
た
野
球

の
大
谷
翔
平
選
手
と
、
前
回
に
続

き
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
金
メ

ダ
ル
が
期
待
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生
結
弦
選
手

で
す
。
と
も
に
、
１
９
９
４
年
生

ま
れ
の
戌
年
。
２
０
１
８
年
も
世

界
で
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、

そ
ん
な
二
人
の
こ
れ
ま
で
の
道
の

り
や
競
技
に
か
け
る
思
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
本
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

古
平
町
岬
短
歌
会

古 

平 

俳 

句 

会

い
き
い
き
・
ほ
の
ぼ
の
文
芸

痛
い
ほ
ど
突
堤
叩
き
し
冬
の
波　
　
　
　

冬
の
波
切
れ
ぬ
車
窓
や
日
本
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　

嘉　

之

余
生
な
ほ
心
重
ね
て
冬
に
入
る　
　
　
　

彼
方
よ
り
雲
の
ふ
く
ら
む
冬
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

橋　

重　

子

　
家
を
出
る
漢
の
一
歩
息
白
し　
　
　
　
　

一
片
の
日
差
し
た
ぐ
り
て
浮
寝
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

室　

谷　

弘　

子

入
港
を
待
つ
親
方
の
頬
被
り　
　
　
　
　

年
の
暮
あ
れ
も
是
も
と
手
に
つ
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲　

谷　

比
呂
古

　

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

も
う
す
ぐ
の
師
走　

正
月
ま
ち
ど
う
し
孫
ら
親
子
と
爆
笑
対
話　
　
　
　

泉　
　
　

清　

三

新
聞
に
恩
師
の
詠
ま
れ
し
短う

た歌
の
あ
り
病
と
知
る
も
遠
き
帯
広　
　
　
　

金　

子　

寿　

子

か
な
る
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
空
見
仰
ぐ
れ
ば
上
弦
の
月
優
し
く
照
ら
す　
　
　

坂　

本　

信　

子

こ
の
朝
の
う
す
雲
明
る
く
一ひ

と
と
き刻

の
粉
雪
に
陸く

が
や
ま山

墨
絵
の
ご
と
し　
　
　
　

鈴　

木　

時　

子

振
り
返
り
八
十
路
過
ご
せ
し
今
の
我
周
り
の
友
に
支
へ
ら
れ
つ
つ　
　
　

田　

中　

香　

窓
際
の
サ
ン
セ
ベ
ー
リ
ヤ
三
本
の
花
芽
す
く
す
く
新
年
に
向
け　
　
　
　

寺　

田　

カ
ツ
子

睦
み
合
ひ
共
に
過
ご
し
た
歳
月
よ
健
や
か
な
れ
と
た
だ
ひ
た
す
ら
に　
　

小
山
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前月比

人　口 3,139人 （＋１）

男 1,487人 （ ０ ）

女 1,652人 （＋１）

世帯数 1,767世帯 ( ０ ）

外国人 　 46人 （ ０ ）

男     2人 ( ０ ）

女  　44人 （ ０ ）

町の人口と世帯数

（平成29年12月末日現在住民基本台帳人口）
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　１月１１日、文化会館で書き初め大会（町教育委員会主催）が行われました。大会は町内で書道教室を

開いている三浦愛子さんが講師となり、参加した小中学生３１人に「いつも使っている半紙より大きいも

のを使います。元気で力強い作品となるように、墨をたっぷりつけてください」と呼びかけて始まりました。

子どもたちは、学年ごとに「かてい」「自然を守る」などのお手本を見ながら、１時間半筆を動かしました。

参加した中学１年生の中村日
ひ な

菜さんは「紙の大きさがいつもと違うので難しかったが、大きくバランス良

く書けた」と話してくれました。
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住民紹介・くらし


